


















ス』（「訓導者」；全 3 巻）に関しては訳出を終えている 1．クレメンスの主著
に当たる『ストロマテイス』（「綴織」；全 8 巻）については，その第 7 巻まで
2013 年度内に訳出し終えた 2．第 8 巻については従来，偽作でないとしても刊
行を意図していないメモ書きだとされていたため，訳出すべきかどうか，しば
し躊躇してきた．








リシア教父関係の学会といえば，オリゲネス学会（2013 年 8 月にデンマーク
のオーフス大学において第 11 回大会を開催），あるいはニュッサのグレゴリ




いものがある．本 2014 年度の大会では計 15 本の口頭発表が行われたが，筆
87
者はアジア圏から唯一の発表者であった．








抜粋』（Excerpta ex Theodoto）および『預言者撰文集』（Eclogae Propheticae）と
併せて『ストロマテイス』第 8 巻を構成するのではないか，との新しい見解が
示されたほどである 5．
ハヴルダ教授の見解はさておき，従来の扱いでは，この第 8 巻は全体で 33




－ 1949）の校訂になる校訂版テキスト（Stromata Buch VII und VIII ; Excerpta 
ex Theodoto ; Eclogae Propheticae ; Quis dives salvetur ; Fragmente / Clemens 
Alexandrinus ; herausgegeben im Auftrage der Kirchenväter-Commission 
der Königl. Preussischen Akademie der Wissenschaften von Leipzig: 
Hinrichs, 1909 ; Die Griechischen christlichen Schriftsteller der ersten drei 
Jahrhunderte; Clemens Alexandrinus, Bd. 3）を用いた．なおルートヴィヒ・




語訳（Clemente Alessandrino, Gli Stromati: Note di vera filosofia, Introduzione, 
traduzione e note di Giovanni Pini, Milano 1985）には第 8 巻分の伊訳が収
録されていないため，主にミーニュ版のラテン語訳を参照した．近代語訳と
しては英訳（The Ante-Nicene Fathers vol.2: translations of the writings of the 
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